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概要 建築・都市空間の高精度3次元データセットの構築のため、3DスキャンデータとBIMを統合し、複数の撮影機器による効率的データ収集と
AI技術を活用した3D再構成・Scan-to-BIM変換を実施
BIMによる意味情報の体系的付与と自動更新パイプラインを構築
標準データセットとオープンデータプラットフォームを公開し、データ収集・処理・更新の自動化技術と標準仕様を広く共有
ロボット自動運転、BIM作成支援、デジタルツイン等の実証を通じて多様な主体が参画可能な持続的データエコシステムとビジネス
モデルを確立する

• 運営主体としての高精度3D空間データ
セットとプラットフォームを提供

– データ収集・処理技術の共有
– Ex-BIM1) 標準仕様の公開

• データ提供者・開発者・利用者を結ぶ
コミュニティを含むエコシステム構築

– 成果のオープン化
– 産学官の技術開発加速
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近年の生成AI技術は文章・画像生成で急進
展したが、3次元空間認識には限界がある

建築・都市空間の認知向上には高次な意味
情報を持つ3D空間モデルが必要だが、既存デ
ータは詳細度・更新性に課題がある

本提案では3DスキャンとBIMを統合した
高精度データセット構築と標準化プラット
フォームにより、空間認識AIの実用化を
目指す

3Dスキャンデータの作成
Ex-BIM1) のデータ仕様の検討
Ex-BIM1) データの作成
基盤データセットの整備
生成AIモデルの開発
AIアプリケーションの開発
ロボットの自動運転モデルの検証
デジタルツイン作成支援モデルの検証
BIMモデル作成支援モデルの検証
データ共有管理システムの開発
エコシステムの構築
エコシステムの有用性の検証
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提案の背景・社会的現状 社会実装の方法実施内容

成果物の公開

データセット
(3D基盤
データセット)

モデル
(3D生成
AIモデル)

レポート
(技術
レポート)
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1. 従来のBIMでは十分に扱いきれなかった、建築の外側から取得可能な情報に基づいて構築・管理する、建築の外部性に特化した情報モデル
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補足データエコシステム図

データ
ホルダー

ユーザー

: データの流れ: 実証範囲: ステークホルダー

データ利活用とデータ
作成の双方からアプロ
ーチ
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画像データ
(デジカメ撮影)

ロボット自動運転
(1)のモデルを活用

デジタルツイン作成
(2)のモデルを活用

BIMデータ作成支援
(3)のモデルを活用PFR

PFN
豊田研PFN

BIMデータ
(既存データ取得、新規測量)

データ管理
基盤データセットの整備（都市・建築3Dデータ）
写真データを3D再構成処理＋BIMデータはEx-BIMデータに変換
→ 3DスキャンデータとEx-BIMデータの座標統合

PFN

東大豊田研

JASTY3Dスキャンデータ
(レーザースキャン)

アクセンチュア
(PMO)

ユーザーグループ

データ
利活用者 AI開発者・ソリューション開発者・サービス提供者

実証実験向けに、下記AIアプリケーションモデルを開発
(1) 2D/3Dセグメンテーションモデル: 建築物の画像や3Dデータを入力すると、建築要素

（壁、床、柱、扉、窓など）を自動識別
(2) 3Dスキャン高精度化モデル: 画像から3Dモデルを構築するプロセスをAIで高精度化
(3) Scan-to-BIMモデル: 3DスキャンデータからEx-BIMモデルを自動生成

形状と意味の双方を
もつ持つデータセットに
よりAI高度化に寄与

インセンティブ設計とプ
ライバシー保護により
データ提供を活発化

社会実装

成
果
・
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ズ
を
Ｆ
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デベロッパー、ゼネコン、自治体等
三井不動産
三菱地所

クモノス

ランサーズ

都市・建築3Dデータの基盤データセット

コミュニティ運営を通じ、
データ利活用者・デー
タホルダーの参画促進
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建物の外部から取得可能な外装・外構を
中心にBIMに準拠した部位・範囲の
セグメンテーションを有しつつ、建築領域外
の産業に必要な情報も補完可能な建築
情報モデルで、都市・建築の連続性のもと
に記述される

コンピュータ上に作成した主に3次元の
形状情報に加え、室等の名称・面積、
材料・部材の仕様・性能、仕上げ等、
建築物の属性情報を併せ持つ建物情報
モデルで、建築の設計・生産・維持管理
フェーズに応じて個別に作成される

BIM
概要

目的

データ
構造

利用
用途

EX-BIM

設計・生産段階において、同一性の高い形状情報及び
属性情報の入力・編集により、旧来の2次元図面による
情報管理において課題であった建築情報の不整合を
解消するとともに、3次元情報による空間の可視化により、
プロジェクトの合意形成や技術的検証を円滑化することを
目的としている
建設プロジェクト単位でデータが作成され、単一の敷地や
建物を対象に設計・生産・維持管理に必要な建物の
外部・内部の情報によって構成される。
入力・編集時には特定のBIMソフトウェアによるネイティブ形
式での運用が前提となるが、異なるソフトウェア間のデータ
参照や竣工後のデータ利活用においてはIFC (Industry 
Foundation Classes) 形式が利用される。
• 設計・生産段階で検討する建物情報の入力・編集
• 上記データをもとにした各種図面データの作成・出力
• CG画像やVRコンテンツによる完成イメージの共有
• 建物の部屋情報や構成材情報を活用した高度な維持
管理

都市・建築空間の外装・外構の情報を敷地・建物単位
ではなく、連続的かつ共通の仕様で記述することにより、
建設産業の領域外のより広範な産業領域において共通の
情報基盤として活用することを目的としている

建物から取得可能な範囲を対象とし、車道・歩道の別や
各種の地物、建物の構成部位のセグメンテーションをIFCを
はじめとした記述形式に準拠して定義する。データ形式は
①基盤モデルを作成するために参照するBIMデータ
②基盤モデルの活用により自動的に部位・範囲のセグメン
テーションが加えられた3Dスキャンデータ
の2種類に大別される。
• 自律型モビリティやロボットによる都市・建築空間情報の
参照

• XR技術における仮想世界の重ね合わせのための参照
• 都市・建築の外部データを活用した各種シミュレーション
• 外構や外壁等の予防保全を前提とした広域な維持
管理
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